
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 名 前 公益財団法人 粟井英朗環境財団 （富士吉田市） 

育てた植物の種類 きゅうり、ゴーヤ、ひらさや 

設 置 場 所 事務所の窓 

カーテンの大きさ 高さ： 約 ２．５ ｍ,幅： 約 ２．５ ｍ×２窓 取り組み年数 １年目 

緑のカーテンの効果 

当財団の事務所は道路に面した、１階の西向きの間取りになり、夏のシーズンは西日が強く、道路の照り返しもきつ

く、昨年の午後は窓を閉め、冷房の２５度設定でフル回転でした。 

きゅうりのグリーンカーテンとゴーヤ、ひらさやをコラボしたカーテンからは、風雨 

の強い時以外は、窓を全開にし自然エアコンにて日常を送っております。また、きゅうりの葉は大きく、緑が濃く密集し

ており、癒し効果は勿論の事、各野菜の成長を観察しながら収穫でき、充実したシーズンです。 

育てる際の工夫・苦労 

グリーンカーテンにきゅうりを選定したのは、緑が濃く、葉が大きく、葉の密度もあり、グリーンカーテンとして効果が有

ると判断しました。また、定番のゴーヤとひらさやをコラボしてのカーテンも作りました。育て方は、「農作物の育て方」

の本を購入し、勉強しながらの手探り状態で継続中です。アブラムシ退治には油石鹸水を作り、無農薬の殺虫剤で対

応中。 

感想・楽しみ方など 

きゅうりやゴーヤ、ひらさやの成長を観察し、また、水やりや肥料の施しをしての手間をかけた分、収穫した野菜の味

は格別です。 

 


